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企業スポーツの限界からNPO設立へ
福岡出身の太田さんは、実業団運動部に所属をしていた陸上競技短距離の元選手。順風

満帆な選手生活を送っていたある日、所属していた運動部が突然休部になってしまった。
そこから、日本におけるスポーツの位置付けに構造的な限界を感じ、欧州にあるような、
様々な世代が集い、地域に根付き、自立した運営を行うスポーツクラブの必要性を感じる
ようになったとのこと。平成13年5月にはNPO（特定非営利活動）法人化（鹿児島県認
証）し、明瞭で永続性のある運営を目指して現在に至る。今では、会員総数も700名を超
え、全国有数の総合型スポーツクラブとして、様々な活動を展開するようになっている。

必死だった最初の10年。転機は事業計画づくり
最初は３名から始まったクラブチーム運営も、年数を重ねるごとに規模が拡大し、会員

数も100名、200名、300名と増えていった。平行して組織づくりにも着手し、クラブマ
ネージャーなどの専属
スタッフを雇用するよう
になり、アシスタント
も含めると数十名規模の
大所帯に。はた目には
安定した成長軌道に乗
ったように見える平成23
年ころ、太田さんは一つ
の壁にぶつかっていた。
スタッフの増加に伴う
組織拡大の結果、取組の
幅は広がった一方で、
本来大切にすべきものが
見えにくくなっていた。
「自分たちは何者で、
どんなゴールに向けて
走っているのだろうか」
そんな根源的な問いかけが改めて必要になっていた。そこで、創業10年目にして、太田
さんはNPO法人SCCの事業計画書を改めて作り直すことにした。総ページ数にして60
ページを超える事業計画書は、それ以降毎年見直し・修正を繰り替えしながらSCCの方向
性を示す指針として全スタッフのよりどころになっている。
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NPO法人SCC 団体概要

主な活動内容

子供から高齢者までの多様な世代の人々がスポーツ好きになり、スポーツ

を愛し、生涯にわたりスポーツに親しめるようなスクール、クラブ運営、か

けっこ塾等を行っている。（詳細はHPにて）

今後の展望・PRしたいこと

いま取り組んでいる様々な活動が、これからずっと続けていけるように、会員の皆さん

一人ひとりの期待やニーズを受け止めて、スポーツを楽しめる環境づくりを続けていきた

い。特にここ数年は、スタッフー会員という役割を超えて、ともにスポーツ文化を作る仲

間として未来を作っていけるように、SCCという700名超のコミュニティを大きな一つの

家族としてお互い応援しあったり支えあったりできる環境づくりに挑戦している。

課題への取り組み

これまでの学校教育に紐づいた体育としてのスポーツでは、学校を卒業した後にスポー

ツに触れる機会が激減してしまう。SCCでは、この「卒業の壁」を乗り越えるべく、子供

たちから高齢者まで多様な世代でスポーツに触れる・楽しむ機会を提供し続けることで暮

らしの中にスポーツを楽しむ環境を組み込むアプローチをとっている。

ほかにも、離島地域の子供たちに対するスポーツ指導や、障がいを持った方のスポーツ

チャレンジを後押しする取り組みも行っている。すでに成果は出始めており、会員数は

2019年現在で791名。すでに会員経験者の中には世界大会等で活躍するアスリートも複数

排出している。

お問い合わせ

●団体名：NPO法人SCC

●代表者：太田敬介

●Mail：mail@10bai.com

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://scc.10bai.com/

「スポーツ」という言葉の本質に向き合い続ける
毎年事業計画を見直すプロセスは、自分たちの足元を見つめ続けることにつながる。

「例えば、スポーツという言葉から受け取る印象は様々。『成長』という要素と、『楽し
む』という要素だけでなく、スポーツという言葉の可能性には、スポーツマンシップに代
表されるような『姿勢』『リーダーシップ』という概念も含まれるんです。私たちが、ス
ポーツに関する様々なサービスを提供するとき、これらの意味合いをすべて意識している
ことが、実は『SCCらしさ』として非常に重要なことなんだな、ということが最近わかっ
てきました。」と太田さんは語る。
NPO法人は町や社会の課題解決をミッションとして掲げる。一つ一つの言葉をどう定

義し、自分たちのミッションをどう説明するか。ミッションに選んでいる言葉の意味をど
れだけ具体的に組織内で共有するか。太田さんは、そういった言葉の選び方一つ一つにこ
だわることで、活動の推進力を育ててきた。
フルマラソンの大会に参加するトップレベルのアスリートから、運動会のリレーに備え

て運動不足を解消したい親御さんたちまで、SCCにはいろんなモチベーションの人が集う。
「スポーツ」という言葉の可能性を多面的にとらえることで、多くの人がつながるコミュ
ニティを育てることが可能になる。その積み重ねが花開き、今では日本代表選手をも排出
してきたSCCは、これからもスポーツの可能性を拡張し続けていく。


